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研究成果の概要（和文）：　幼小接続期における幼児・児童の能力を明確にするとともに、これらの能力に起因
する学習の困難性についても整理をおこなった。さらに、研究の視点として、現幼稚園教育要領に述べられてい
る幼 児期の終わりまでに育って欲しい 10の姿について振り返る資料の開発と活用についても検討をした。
　幼児期についてのサビタイジングを基盤とする認識の調査を実施した。 そこで得られたデータを今後詳細に
考察することで、幼小接続の道筋を明らかにし、それを根拠に幼小接続期の特定の数理認識に関する評価スケー
ルの検討を行った。

研究成果の概要（英文）：In addition to clarifying the abilities of infants and children during the 
kindergarten/elementary school connection period, we have also organized the learning difficulties 
that arise from these abilities. In addition, as a research perspective, the development and 
utilization of materials to reflect on the 10 characteristics hat we want children to develop by the
 end of childhood, as stated in the current kindergarten education uidelines, was also examined.
We conducted a survey of perceptions of early childhood based on the concept of "habitatizing. The 
data btained from this study will be examined in more detail in the future to clarify the path of 
the early hildhood/early elementary school connection, and on this basis, an evaluation scale for 
specific athematical perceptions during the early childhood/early elementary school connection 
period was examined.

研究分野：数学教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、特定の数理認識の発達についての研究の知見に基づき、幼小接続期の 幼児・児童を対象に調査や観
察を実施し 、そこで得られた幼児期の数理認識のデータを考察することで、幼小接続の道筋を明らかにし、そ
れを根拠に幼小接続期の特定の数理認識に関する評価スケールを開発に繋げる知見を得ることである。そこで得
られた幼児期の数理認識のデータを今後詳細に考察することで、幼小接続の道筋を明らかに し、それを根拠に
幼小接続期の特定の数理認識に関する評価スケールの開発が可能となり、今後の就学後の学習の困難性の解明や
解消につながることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
1）保幼小連携の重要性が指摘されて久しい。しかし、その実現には課題も数多く存在する。
例えば、「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について(報告)」(文科省、2010)
では、「幼小接続の取り組みを一層進めるには、まず何よりも子どもの発達や学びの連続性
を踏まえた幼児期から児童期にかけての教育のつながりを理解するたための道筋を明らか
にすることが必要」とされている。 
また、近年の数理認識の研究の発展により、幼児期の数学的思考における高度に抽象的思考
が存在すること、幼児期の経験が就学後の学習に影響があることなどが明らかになってい
る。そのような知見を受けて、幼児教育および、算数・数学教育の分野で幼小接続期の教育
の重要性が指摘されている  
2）上述したように、算数・数学教育の視点から幼小接続の発達の道筋を明らかにし、学び
の連続性を捉えることは重要である。そして、それを根拠に幼小接続期の特定の数理認識に
関する評価スケールの開発に繋がる知見を得ることは大切な課題である。しかし、幼児の発
達の特性や学びの連続性から捉えたそのような知見は管見の限りない。また、就学後の学習
の困難性の解明や解消につながる特定の数理認識に焦点化した日本の幼児を対象にした研
究は限られており、特に数と計算の分野に特化した知見は十分だとは言えない。 
 
２．研究の目的 
1）本研究の目的は、幼小接続の発達の道筋や学びの連続性を明らかにし、それを根拠に幼
小接続期の特定の数理認識に関する評価スケールの開発に繋がる知見を得ることである。
数理認識の発達についての研究の知見に基づき、幼小接続期の幼児・児童を対象に調査や観
察を実施し、そこで得られた幼児期の数理認識のデータを考察することで、幼小接続の道筋
を明らかにする。 
2）先行研究などを調査し着目すべき数理認識として、サビタイジング、サビタイジングを
基盤とする認識を中心とする「数をまとまりとして捉える」ことを抽出する。この視点から
幼小接続期における幼児・児童の能力を明確にするとともに、これらの能力の欠如に起因す
ると考えられる学習の困難性についても整理をおこなう。そして得られた知見をもとに、今
後の就学後の学習の困難性の解明や解消につながる評価スケールの開発について検討を行
う。 
 
３．研究の方法 
1）特定の数理認識の発達についての研究の知見に基づき、幼小接続期の幼児・児童を対象
に調査や観察を実施する。また、就学後の学習の困難性の解明や解消につながる特定の数理
認識を中心にして調査を行い、サビタイジングを基盤とする認識に関する発達の道筋を検
討する。 
2）サビタイジングを基盤とする認識に関する発達の道筋を踏まえて、日本の幼児・児童を
対象にした実際に国内の保育の現場で活用できる評価スケールについて検討する。 
 
４．研究成果 
1 ） サ ビ タ イ ジ ン グ を 基 盤 と す る こ れ ま で の 中 橋 ・ 岡 部 の 一 連 の 研 究
（2018a,2019a,2019b,2019c,2021)により，サビタイジングを基盤とする認識が、幼小接続
期の数概念の発達における重要な 1 つの側面であることが明らかになってきた。具体的に
は、幼小接続期のサビタイジング，サビタイジングを基盤とする認識，数の合成・分解に関
して次のことが示唆された。 
①サビタイジングは，サビタイジングによって認識可能な数の伸長と，数の認識にかかる時
間の短縮という点で発達する。 
②サビタイジングを基盤とする認識は，可能な範囲のサビタイジングがもとになるという
点で，サビタイジングの発達に支えられている。 
③サビタイジングの発達が全体と部分の関係に着目することにはつながりにくい場合があ
り，サビタイジングを基盤とする認識の発達には個人差がある。 
④たとえ小さな数の集合であっても，可能な範囲のサビタイジングをもとにして全体と部
分の関係に着目することにより瞬時に認識しようとしている可能性があるとともに，重要



である。 
⑤サビタイジング可能な数を部分集合にもつ具体物の集合について，全体と部分の関係に
着目することにより瞬時に認識しようとすることは，記号で示される課題について，一つの
数をほかの数と関係付けて思考することを支えている。 
 
2）このことを踏まえて、サビタイジングを基盤とする認識に関する発達の道筋を検討した。 
【3までの集合と 4までの集合について】 
4 までの集合をすぐに認識することには，数学的プロセスを経ることなく 4までの集合 
を瞬時に認識することと，可能な範囲のサビタイジングをもとにして，全体と部分の関係に
着目することにより 4 までの集合を瞬時に認識することが考えられる。そこで 4 までの集
合については，「数学的プロセスを経ることなく，4 までの集合を瞬時に認識する」と「3
までのサビタイジングをもとに，全体と部分の関係に着目することにより 4 までの集合を
瞬時に認識する」を設定している。 
【5までの集合について】 
5 までの集合をすぐに認識することには，数学的プロセスを経ることなく 5までの集合 
を瞬時に認識することと，可能な範囲のサビタイジングをもとにして，全体と部分の関係に
着目することにより 5 までの集合を瞬時に認識すること，が考えられる。そこで 5 までの
集合については，「数学的プロセスを経ることなく，5までの集合を瞬時に認識する」と「4
までのサビタイジングをもとに，全体と部分の関係に着目することにより 5 までの集合を
瞬時に認識する」を設定している。 
【6から 10 までの数の集合について】 
6 から 10までの数に対するサビタイジングを基盤とする認識には，可能な範囲のサビ 
タイジングを活用して捉えられる数の集合を対象とした認識と，可能な範囲のサビタイジ
ングを活用しても捉えにくい数の集合を対象とした認識があり，それぞれの認識の存在を
示す必要があると考える。対象となる数の集合が全体と部分の関係に着目しやすい二つの
部分集合から成る集合であることを前提に例を挙げると，例えば，4までのサビタイジング
が可能である子どもにとって，前者は 4と 3の部分集合からなる集合 7を認識したり 4と 4
の部分集合からなる集合 8を認識したりすることであり，これまでに「可能な範囲のサビタ
イジングをもとにして，全体と部分の関係に着目することにより瞬時に認識する」と示して
きたことを指す。 
一方で，後者は 6と 2の部分集合からなる集合 8を認識したり，7と 3の部分集合からなる
集合 10 を認識したりすることである。このとき、4 までのサビタイジングが可能である子
どもが 4までのサビタイジングをもとに，6と 2の部分集合からなる集合 8を認識しようと
するならば，まず 6の集合を 3の部分集合で捉えた上で(または 2と 4の部分集合で捉えた
上で)，6 と 2 の部分集合からなる集合 8 を認識すると考えられる。後者のような認識は，
子どもが一目でつかむことのできる数を足場にして大きな数を構成的に捉えていることを
前提としたときに考え得る認識に過ぎないが，前者よりも複雑なプロセスを経ることが予
想される。しかし，子どもがのちの算数の学びにおいて，サビタイジングによって認識困難
な数(5 または 6以上の数)についても思考していく上で，後者の認識は重要であると考えら
れる。よって，本研究は 6から 10までの数の集合について，「サビタイジング可能な数を
部分集合にもつ 6から 10までの数の集合について，全体と部分の関係に着目することによ
り瞬時に認識する」と「サビタイジングが困難な数を部分集合にもつ 6から 10までの数の
集合について，全体と部分の関係に着目することにより瞬時に認識する」を設定している。 
 
3）上述したサビタイジングを基盤とする認識に関する発達の道筋をもとに幼小接続期の数
概念の発達に着目した評価スケールの開発検討を行った。 
 
＜3 までの集合＞ 
・ 3 までの集合の個数を瞬時に認識できているか。(サビタイジングできているか)4 まで
の集合 
・ 4 までの集合の個数を瞬時に認識できているか。(サビタイジングできているか) 
・ 3 までのサビタイジングをもとに、全体と部分の関係に着目することにより、4 までの
集合の個数を瞬時に認識する(サビタイジングを基盤とする認識ができているか。EX.1
と 3、2 と 2、3と 1) 
 



＜5までの集合＞ 
・ 5 までの集合の個数を瞬時に認識できているか(サビタイジングできているか) 
・ 4 までのサビタイジングをもとに、全体と部分の関係に着目することにより、4 までの
集合の個数を瞬時に認識できているか。(サビタイジングを基盤とする認識ができてい
るか。EX.1 と 4、2と 3、3 と 2、4と 1) 
 
＜6 から 10 までの数の集合＞ 
・ サビタイジングが困難な数を部分集合にもつ 6 から 10 までの数の集合について、全体
と部分の関係に着目することにより瞬時にその集合の個数を認識する。(サビタイジン
グを基盤とする認識ができているか。) 
・ 集合として認識ができている数を部分集合にもつ 6 から 10 までの数の集合について、
全体と部分の関係に着目することにより瞬時のその集合の個数を認識できているか。
(サビタイジングを基盤とする認識ができているか。) 
 
＜数の合成・分解(1 年生)＞ 
・ 6 から 10 までの数の集合について、全体と部分の関係に着目することにより瞬時に認
識することをもとに、1 つの数を他の数と関係づけて見ることを記号で行うことができ
る。 
 
4）本研究は、幼児教育、小学校教科教育の枠組みにとらわれない数学教育の構築という将
来に向けての課題に対する試験的試みであったということができる。今回提案した評価ス
ケールは仮説に過ぎないため，より適切な道筋やそれをもとにした評価スケールの提案を
行うことは今後の課題である。 
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